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印
刷
▼
有
限
会
社
大
和
印
刷

編
集
後
記
▼
暑
か
っ
た
夏
が
終
わ
り
、秋
を
感
じ
る
間
も
な
く
冬
が
猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
近
づ
い
て
い
る
気
配
。短
い

秋
に
な
り
そ
う
で
す
が
、今
年
は
マ
ツ
タ
ケ
が
大
豊
作
。小
学
校
の
マ
ツ
タ
ケ
収
穫
の
取
材
に
出
か
け
る
と
、貴

重
さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
マ
ツ
タ
ケ
群
に
驚
愕
。短
い
秋
で
も
印
象
に
残
る
秋
に
な
り
ま
し
た
。〈
渡
辺
〉

再生紙を使用しています。

大豊作のマツタケ

５、６年生で約８キロの
マツタケを収穫

練馬区立石神井台小学校と
武石小学校が稲刈り交流

よだくぼ青年農業者クラブと
山の子学園が稲刈り交流

い
ま
し
た
。

　

山
か
ら
戻
る
途
中
で
、
声
が

響
く
こ
と
に
気
付
い
た
児
童
か

ら
「
歌
を
歌
い
た
い
」
と
提
案

が
あ
り
、
み
ん
な
で
選
ん
だ
歌

は
「
武
石
讃
歌
」。
大
自
然
の

恵
み
に
感
謝
し
な
が
ら
歌
い
ま

し
た
。
武
石
の
す
ば
ら
し
い
自

然
の
中
で
、
児
童
た
ち
の
武
石

を
愛
す
る
気
持
ち
が
伝
わ
る
歌

声
で
し
た
。

　

収
穫
し
た
マ
ツ
タ
ケ
は
、
10

月
18
日
の
給
食
で
マ
ツ
タ
ケ
ご

飯
に
し
て
全
校
児
童
が
食
べ
ま

し
た
。
６
年
生
の
教
室
で
は
、

「
マ
ツ
タ
ケ
の
香
り
が
口
の
中

に
広
が
っ
て
、
と
っ
て
も
お
い

し
い
」
と
話
し
な
が
ら
、
競
争

す
る
よ
う
に
お
か
わ
り
を
し
て

い
ま
し
た
。

　

武
石
小
学
校
の
５
、
６
年
生

が
、
10
月
８
日
と
13
日
に
武
石

財
産
区
有
林
で
マ
ツ
タ
ケ
の
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
マ
ツ
タ
ケ
が
大
豊

作
。
足
の
踏
み
場
を
心
配
す
る

ほ
ど
に
マ
ツ
タ
ケ
が
生
え
て
い

ま
し
た
。

　

10
月
13
日
に
マ
ツ
タ
ケ
収
穫

を
体
験
し
た
６
年
生
は
、
１
人

１
本
ず
つ
マ
ツ
タ
ケ
を
折
ら
な

い
よ
う
に
慎
重
に
抜
き
、
手
に

取
っ
た
マ
ツ
タ
ケ
を
観
察
し
た

り
、
香
り
を
楽
し
ん
だ
り
し
て

実 り の 秋 実 り の 秋 ～稲刈り交流会～

　５月30日に依田窪青年農業者クラブと山の子学園
で田植え交流会の会場になった依田窪病院北側の田
んぼの稲が収穫の時期を迎え、約20人が参加し、
10月14日に稲刈り交流会を開催しました。
　青年農業者クラブの皆さんがバインダーで稲を刈

り、山の子学園
の皆さんが、ハ
ゼのそばに稲を
運び、ハゼかけ
を中心に作業し
ました。山の子
学園の皆さんの

中に稲刈りを経験したことがある人が多かったこと
もあり、約900㎡の田んぼの半分の稲がハゼにかか
るまでの時間は約１時間。普段は大型のコンバイン
で稲刈りをしていることが多い青年クラブの皆さん
は、「間に合わない！」と言いながら、山の子学園
の皆さんの作業の速さにあわててバインダーを押し
ていました。
　この田んぼに植えられ
ていたのは、よだくぼ地
域では栽培されていない
もち米の「モリモリモ
チ」。モミの様子から10
俵を超える収穫が予想さ
れ、12月中旬に開催予
定のもちつき交流会も盛
大に開催できそうです。

　10月７日、練馬区立石神井台小学校の５年生と武
石小学校の５年生が、武石体育館南側の学校田で稲
刈り交流を行いました。
　体育館で歓迎式典が行われた後、学校田へ移動
し、４、５人が１組の班にわかれ、稲を刈る人、

刈った稲を運ぶ人、紐
で稲を束ねる人と作業
を分担し、交代しなが
ら作業しました。石神
井台小学校の児童の中
には、ぬかった田んぼ
に足が埋まり長靴が抜
けなくなってしまう子
や泥で汚れてしまうこ
とを気にしている子も
いましたが、時間が進

むにしたがって歩き方のコツも覚え、ズボンを泥だ
らけにして稲刈りを楽しんでいました。中には、裸
足になって作業する児童もいました。
　収穫されたもち米は、後日石神井台小学校にも贈
られます。また、武石小学校では、12月に学校田の
管理などに協力
していただいた
地域の皆さんを
招き開催する収
穫祭で使用しま
す。

　　　　　　　　　　武石地域自治センター東側にある
「はーとふるガーデン」。この花壇が、第４回上田市花と緑
のまちづくりコンクール個人の部で奨励賞を受賞しました。
　この花壇を管理する柳沢裕子さん、川合かほるさん
は「武石地域内に誰もが気軽に立ち寄りたくなる場所
を作りたい」との思いから、花壇作りを始めました。
手入れの行き届いた花壇には、季節ごとに様々な花が
咲き、多くの人が立ち止まり、花壇を眺めています。
　柳沢さんは「市の補助事業もあり、今後は家庭や地
域に広がるように、誰もが花壇づくりを学べる交流の
場としても使ってもらいたい」と話していました。

第４回 上田市花と緑のまちづくりコンクール

奨励賞受賞！
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す
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
情
報
化
の
展
開

２ 

地
域
を
つ
な
ぐ
道
路
交
通
網
の
整
備

３ 

魅
力
あ
る
農
林
業
の
創
出
と
商
工
業
の
振
興

４ 

都
市
・
農
村
交
流
と
広
域
的
な
観
光
の
展
開

５ 

地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
充
実

６ 

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　

  

教
育
の
推
進
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

７ 

明
日
を
担
う
教
育
、
子
育
て
支
援
施
設
の
整
備

武
石
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針

5 2

●
市
か
ら
の
諮
問
事
項
『
第
１
次
上
田
市
総
合
計
画

 

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
』

　

市
か
ら
地
域
協
議
会
に
諮

問
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
20

年
度
に
定
め
た
、
武
石
地
域

ま
ち
づ
く
り
方
針
を
、
平
成

27
年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計

画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
見
直

し
を
図
る
も
の
で
、
地
域
協

議
会
で
検
証
と
見
直
し
を
行

い
、
来
年
３
月
ま
で
に
意
見

を
ま
と
め
答
申
し
ま
す
。

●
雲
渓
荘
の
運
営
の
現
状
に
つ
い
て

　

雲
渓
荘
の
経
営
内
容
や
改
善
に
向
け
て
の
取
り
組
み

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
丸
子
図
書
館
の
建
設
概
要
に
つ
い
て

　

カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
に
新
し
く
建
設
さ
れ
る
丸
子
図
書
館

の
位
置
や
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
諮
問
事
項
の
協
議

　

９
月
に
諮
問
さ
れ
た
第
１
次
上
田
市
総
合
計
画
「
武

石
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
は
７
項
目

（
別
表
）
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
協
議
で
は
、
項
目
ご

と
に
実
施
し
て
き
た
事
業
を
検
証
し
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
変
更
の
必
要
が
あ
る
か
検
討

し
ま
し
た
。

武
石
地
域
協
議
会 

活
動
日
誌

No.22

問 

地
域
振
興
課  

℡
85-

2
8
2
4

9
月
29
日
開
催

第
6
回

10
月
20
日
開
催

第
7
回

　

10
月
14
日
、
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

た
会
議
に
は
、
武
石
地
域
で
造
園
業
や
林
業
に
従
事

し
、
地
域
の
植
栽
に
詳
し
い
３
名
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

武
石
地
域
に
適
応
し
広
く
植
栽
し
て
い
く
花
木
は

何
か
、
武
石
公
園
な
ど
既
存
公
園
の
整
備
を
ど
う
進

め
て
い
く
べ
き
か
な
ど
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た

資
料
を
基
に
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

話
し
合
い
を
実
施
し
、
構
想
の
具
体
化
に
向
け
た
提

案
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
提
案
を
も
と
に
協
議
を
と
り
ま
と
め
、

地
域
協
議
会
に
報
告
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　６月に武石地域自治センター東側の畑に
植えたサツマイモが収穫の時期を迎え、園
児たちは、10月20日にサツマイモ掘りに
出かけました。
　生活改善グループのみなさんに教えても
らいながら土を掘っていき、サツマイモが
たくさん収穫できました。
　収穫したサツマイモは、10月28日の祖
父母参観日に焼きイモにしました。焼きイ
モがおいしくなるようにサツマイモを一生
懸命洗った園児たち。おじいちゃんやおば
あちゃんと顔を見合わせて「温かくて甘く
ておいしい」と言って食べていました。

武石のいいとこ み～つけた♪
武石保育園児の体験記
　　～サツマイモ 掘ったぞ！ 食べたぞ！ の巻～

第
３
回
　

武
石
地
域
全
域

　
　
　
　

公
園
化
構
想
検
討
会
議

　

10
月
３
日
武
石
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
32

回
武
石
体
育
祭
を
開
催
し
、
武
石
地
域
の
13

分
館
か
ら
約
７
０
０
人
が
「
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

力
と
呼
吸
を
あ
わ
せ
て
挑
む
綱
引
き
や
む

か
で
競
争
、
み
ん
な
の
視
線
が
く
ぎ
付
け
に

な
っ
た
保
育
園
児
の
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
、
こ

の
日
一
番
の
声
援
が
送
ら
れ
た
年
代
別
リ

レ
ー
な
ど
、
子
ど
も
も
大
人
も
力
を
合
わ

せ
、
会
場
内
に
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
の
汗
も

笑
顔
も
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

分
館
が
一
つ
に
な
り
、
そ
し
て
、
地
域
の

和
が
一
段
と
深
め
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

優　勝　MJINGA （上田市） １時間19分45秒

準優勝　柏日体高等学校 （千葉県） １時間20分35秒

第３位　松本自衛隊 （松本市） １時間20分36秒
　　

練馬区長賞　チームみやけん １時間31分45秒

※武石地域から参加した最上位チーム

大会結果

武石建設業協会など大勢の皆さんに
コース沿いの草刈りや道路清掃にご協
力いただきました。
ありがとうございました。

駅伝大会の成功を願って駅伝大会の成功を願って

練馬区長賞のチームみやけん

優勝したＭＪＩＮＧＡチームは3連覇

今大会の総合司会
テレビ信州
　藤原里瑛アナウンサー開会式終了後、谷さんを大勢の

選手たちが囲みました。
握手や写真をお願いすると
笑顔で応えてくれました。

　10月24日、第21回ともしびの里駅伝大会が
開催されました。県内外から82チームが参加
し、１本のタスキをつなぎ、ともしびの里を走
り抜けました。
　今年は、特別ゲストに谷亮子さんを招き、開
会式での激励の言葉に参加者たちは力をもら
い、大きな拍手が沸き起こりました。
　「日本一の草駅伝」を目指す当大会にふさわ
しく、順位を競うチーム、走ることを楽しむ
チーム、走った“後”が楽しみなチームなど
様々なチームが参加し、すべてのチームが最終
走者までタスキをつなぎゴールしました。

第21回
ともしびの里
駅伝大会

3

①力強い選手宣誓　②ふるさと体操で準備運動　③保育園児のかわい
いダンス　④１着でゴール！年代別リレー　⑤呼吸を合わせてむかで競
争　⑥ボールを落とさないように回して引いてつないで⑦大物が釣れ

た大公望　⑧景品ゲット!!　⑨力を合わせて踏ん張って

①

②④

⑤

③

⑥

⑦

⑧⑨



4

　９月11日、武石地域敬老会が開催され、約
250人が武石公民館に集まり長寿を祝いました。
　今年、武石地域内で88才の米寿を迎えた方
は31人、99才以上の方は７人。会場内では、
話に花が咲き、あちらこちらから笑い声が聞
こえてきました。
　みなさん、おめでとうございます。

依
田
窪
南
部
中
学
校 

今年のイメージ
キャラクター
ヒショウくん

長寿を祝う
武石地域敬老会

　

９
月
24
日
と
25
日
の
２
日

間
、
依
田
窪
南
部
中
学
校
で
第

38
回
紫
苑
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
飛
翔

〜
無
限
の
未
来
へ
羽
ば
た
こ
う

〜
」
。
こ
の
テ
ー
マ
に
は
、
生

徒
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
全
校
生

徒
一
人
一
人
が
積
極
的
に
生
徒

会
へ
参
加
す
る
」
に
関
係
し

て
、
一
人
ひ
と
り
が
鳥
の
つ
ば

さ
の
よ
う
に
羽
ば
た
け
る
紫
苑

祭
に
す
る
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

１
日
目
は
、
各
教
室
で
の
展

示
見
学
や
吹
奏
楽
部
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、
紫
苑

祭
の
大
き
な
行
事
の
一
つ
で
あ

る
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
育
祭
で
は
、
大
縄
跳
び
や
総

力
リ
レ
ー
、
騎
馬
戦
な
ど
の
種

目
が
ク
ラ
ス
対
抗
で
が
行
わ

れ
、
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
、
雨
雲
を
吹
き
飛
ば
す
ほ
ど

の
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
体
育
館
で
文
化
部
に
よ
る

発
表
や
生
徒
会
が
企
画
す
る
フ
リ
ー
ス
テ

ー
ジ
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
合
唱
コ
ン
ク

ー
ル
で
す
。
最
後
の
紫
苑
祭
に
な
る
３
年

生
の
教
室
で
は
、
開
始
時
間
の
直
前
ま
で

練
習
し
て
い
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
後
は
３
年
生
全
員
で

の
ハ
レ
ル
ヤ
。
美
し
く
力
強
い
歌
声
が
体

育
館
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
が
力
を
発
揮
す
る
姿
や
、

ク
ラ
ス
の
団
結
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
２
日
間
で
し
た
。
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武
石
公
民
館  

℡
85‒

2
0
3
0

第
32
回  

武
石
体
育
祭

１ 

す
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
情
報
化
の
展
開

２ 

地
域
を
つ
な
ぐ
道
路
交
通
網
の
整
備

３ 

魅
力
あ
る
農
林
業
の
創
出
と
商
工
業
の
振
興

４ 

都
市
・
農
村
交
流
と
広
域
的
な
観
光
の
展
開

５ 

地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
・
保
健
・
福
祉
・
介
護
の
充
実

６ 

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　

  

教
育
の
推
進
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

７ 

明
日
を
担
う
教
育
、
子
育
て
支
援
施
設
の
整
備

武
石
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針

5 2

●
市
か
ら
の
諮
問
事
項
『
第
１
次
上
田
市
総
合
計
画

 

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
』

　

市
か
ら
地
域
協
議
会
に
諮

問
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
20

年
度
に
定
め
た
、
武
石
地
域

ま
ち
づ
く
り
方
針
を
、
平
成

27
年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計

画
に
反
映
さ
せ
る
た
め
見
直

し
を
図
る
も
の
で
、
地
域
協

議
会
で
検
証
と
見
直
し
を
行

い
、
来
年
３
月
ま
で
に
意
見

を
ま
と
め
答
申
し
ま
す
。

●
雲
渓
荘
の
運
営
の
現
状
に
つ
い
て

　

雲
渓
荘
の
経
営
内
容
や
改
善
に
向
け
て
の
取
り
組
み

な
ど
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

●
丸
子
図
書
館
の
建
設
概
要
に
つ
い
て

　

カ
ネ
ボ
ウ
跡
地
に
新
し
く
建
設
さ
れ
る
丸
子
図
書
館

の
位
置
や
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
諮
問
事
項
の
協
議

　

９
月
に
諮
問
さ
れ
た
第
１
次
上
田
市
総
合
計
画
「
武

石
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
協
議

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
ま
ち
づ
く
り
方
針
は
７
項
目

（
別
表
）
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
協
議
で
は
、
項
目
ご

と
に
実
施
し
て
き
た
事
業
を
検
証
し
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
意
見
を
出
し
合
い
、
変
更
の
必
要
が
あ
る
か
検
討

し
ま
し
た
。

武
石
地
域
協
議
会 

活
動
日
誌

No.22

問 

地
域
振
興
課  

℡
85-

2
8
2
4

9
月
29
日
開
催

第
6
回

10
月
20
日
開
催

第
7
回

　

10
月
14
日
、
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

た
会
議
に
は
、
武
石
地
域
で
造
園
業
や
林
業
に
従
事

し
、
地
域
の
植
栽
に
詳
し
い
３
名
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

武
石
地
域
に
適
応
し
広
く
植
栽
し
て
い
く
花
木
は

何
か
、
武
石
公
園
な
ど
既
存
公
園
の
整
備
を
ど
う
進

め
て
い
く
べ
き
か
な
ど
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た

資
料
を
基
に
専
門
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら

話
し
合
い
を
実
施
し
、
構
想
の
具
体
化
に
向
け
た
提

案
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
提
案
を
も
と
に
協
議
を
と
り
ま
と
め
、

地
域
協
議
会
に
報
告
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　６月に武石地域自治センター東側の畑に
植えたサツマイモが収穫の時期を迎え、園
児たちは、10月20日にサツマイモ掘りに
出かけました。
　生活改善グループのみなさんに教えても
らいながら土を掘っていき、サツマイモが
たくさん収穫できました。
　収穫したサツマイモは、10月28日の祖
父母参観日に焼きイモにしました。焼きイ
モがおいしくなるようにサツマイモを一生
懸命洗った園児たち。おじいちゃんやおば
あちゃんと顔を見合わせて「温かくて甘く
ておいしい」と言って食べていました。

武石のいいとこ み～つけた♪
武石保育園児の体験記
　　～サツマイモ 掘ったぞ！ 食べたぞ！ の巻～

第
３
回
　

武
石
地
域
全
域

　
　
　
　

公
園
化
構
想
検
討
会
議

　

10
月
３
日
武
石
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第
32

回
武
石
体
育
祭
を
開
催
し
、
武
石
地
域
の
13

分
館
か
ら
約
７
０
０
人
が
「
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

力
と
呼
吸
を
あ
わ
せ
て
挑
む
綱
引
き
や
む

か
で
競
争
、
み
ん
な
の
視
線
が
く
ぎ
付
け
に

な
っ
た
保
育
園
児
の
か
わ
い
い
ダ
ン
ス
、
こ

の
日
一
番
の
声
援
が
送
ら
れ
た
年
代
別
リ

レ
ー
な
ど
、
子
ど
も
も
大
人
も
力
を
合
わ

せ
、
会
場
内
に
集
ま
っ
た
み
な
さ
ん
の
汗
も

笑
顔
も
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

分
館
が
一
つ
に
な
り
、
そ
し
て
、
地
域
の

和
が
一
段
と
深
め
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。

優　勝　MJINGA （上田市） １時間19分45秒

準優勝　柏日体高等学校 （千葉県） １時間20分35秒

第３位　松本自衛隊 （松本市） １時間20分36秒
　　

練馬区長賞　チームみやけん １時間31分45秒

※武石地域から参加した最上位チーム

大会結果

武石建設業協会など大勢の皆さんに
コース沿いの草刈りや道路清掃にご協
力いただきました。
ありがとうございました。

駅伝大会の成功を願って駅伝大会の成功を願って

練馬区長賞のチームみやけん

優勝したＭＪＩＮＧＡチームは3連覇

今大会の総合司会
テレビ信州
　藤原里瑛アナウンサー
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印
刷
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社
大
和
印
刷

編
集
後
記
▼
暑
か
っ
た
夏
が
終
わ
り
、秋
を
感
じ
る
間
も
な
く
冬
が
猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
近
づ
い
て
い
る
気
配
。短
い

秋
に
な
り
そ
う
で
す
が
、今
年
は
マ
ツ
タ
ケ
が
大
豊
作
。小
学
校
の
マ
ツ
タ
ケ
収
穫
の
取
材
に
出
か
け
る
と
、貴

重
さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
マ
ツ
タ
ケ
群
に
驚
愕
。短
い
秋
で
も
印
象
に
残
る
秋
に
な
り
ま
し
た
。〈
渡
辺
〉

再生紙を使用しています。

練馬区立石神井台小学校と
武石小学校が稲刈り交流

よだくぼ青年農業者クラブと
山の子学園が稲刈り交流

実 り の 秋 実 り の 秋 ～稲刈り交流会～

　５月30日に依田窪青年農業者クラブと山の子学園
で田植え交流会の会場になった依田窪病院北側の田
んぼの稲が収穫の時期を迎え、約20人が参加し、
10月14日に稲刈り交流会を開催しました。
　青年農業者クラブの皆さんがバインダーで稲を刈

り、山の子学園
の皆さんが、ハ
ゼのそばに稲を
運び、ハゼかけ
を中心に作業し
ました。山の子
学園の皆さんの

中に稲刈りを経験したことがある人が多かったこと
もあり、約900㎡の田んぼの半分の稲がハゼにかか
るまでの時間は約１時間。普段は大型のコンバイン
で稲刈りをしていることが多い青年クラブの皆さん
は、「間に合わない！」と言いながら、山の子学園
の皆さんの作業の速さにあわててバインダーを押し
ていました。
　この田んぼに植えられ
ていたのは、よだくぼ地
域では栽培されていない
もち米の「モリモリモ
チ」。モミの様子から10
俵を超える収穫が予想さ
れ、12月中旬に開催予
定のもちつき交流会も盛
大に開催できそうです。

　10月７日、練馬区立石神井台小学校の５年生と武
石小学校の５年生が、武石体育館南側の学校田で稲
刈り交流を行いました。
　体育館で歓迎式典が行われた後、学校田へ移動
し、４、５人が１組の班にわかれ、稲を刈る人、

刈った稲を運ぶ人、紐
で稲を束ねる人と作業
を分担し、交代しなが
ら作業しました。石神
井台小学校の児童の中
には、ぬかった田んぼ
に足が埋まり長靴が抜
けなくなってしまう子
や泥で汚れてしまうこ
とを気にしている子も
いましたが、時間が進

むにしたがって歩き方のコツも覚え、ズボンを泥だ
らけにして稲刈りを楽しんでいました。中には、裸
足になって作業する児童もいました。
　収穫されたもち米は、後日石神井台小学校にも贈
られます。また、武石小学校では、12月に学校田の
管理などに協力
していただいた
地域の皆さんを
招き開催する収
穫祭で使用しま
す。

　　　　　　　　　　武石地域自治センター東側にある
「はーとふるガーデン」。この花壇が、第４回上田市花と緑
のまちづくりコンクール個人の部で奨励賞を受賞しました。
　この花壇を管理する柳沢裕子さん、川合かほるさん
は「武石地域内に誰もが気軽に立ち寄りたくなる場所
を作りたい」との思いから、花壇作りを始めました。
手入れの行き届いた花壇には、季節ごとに様々な花が
咲き、多くの人が立ち止まり、花壇を眺めています。
　柳沢さんは「市の補助事業もあり、今後は家庭や地
域に広がるように、誰もが花壇づくりを学べる交流の
場としても使ってもらいたい」と話していました。

第４回 上田市花と緑のまちづくりコンクール

奨励賞受賞！


